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お灸を活用した分娩間隔の短縮へ
－家畜人工授精師の研修会－

畜産技術部(畜産試験場)

平成21年4月16日

農林総合技術センター畜産技術部は、繁殖牛へのお灸の利用を研究成果発表(H21年２

月)したところ、４月10日(金)に山口県家畜人工授精師会阿武萩支部からの要請を受け、

その成果について紹介しました。

これは、お灸を活用した繁殖改善効果を、日頃、牛の人工授精に携わっている家畜人

工授精師の方へ広く紹介し、誰でも手軽に利用できる繁殖効率改善技術を現場へ普及す

るために実施しました。これまでも、県下、東部・中部・西部の各地域の人工授精師会

でも研修会を開催しており、今回の研修会で県内の全地域の支部を回ることになりまし

た。

この日の研修会に参加された授精師の方からは、方法や効果など、多くの質問が出さ

れ、関心の高さが伺われ、今後、現場の繁殖効率の改善による増頭や畜産農家の収益向

上に利用されることを期待しています。
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